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1．201TICIシンチグラフィの大腸癌に対する有用性の

　　検討

　　　住幸治中西淳竹内信良
　　　白形彰宏　　玉本　丈彦　　片山　　仁

　　　　　　　　　　　　　　（順天堂浦安病院・放）

　大腸癌に対する201TICIシンチグラフィの臨床的有用

性の評価を試みた．対象は，手術により確定診断された

29症例．手術前日午後201TlcllllMBq静注，10分後

に撮像した．さらに切除標本自体もスキャンして集積程

度をみた．29症例中23症例で集積を認めた．（約80％）

腫瘍の大きさ，深達度，組織型と集積程度にはあきらか

な傾向は認めなかった．肝・腎と重なる横行結腸や肝脾

膏曲部の病変では，SPECT施行が有効と思われた．腺

腫と癌では，むしろ腺腫により集積しており両者の鑑別

は困難であった．今後は，心筋シンチグラフィの際に腹

部もスキャンすることなどでスクリーニング的検査とし

て用いたり，過長結腸例や狭窄，閉塞例などで臨床的に

有用な検査法となりうると思われた．

2．骨・軟部組織腫瘍の67Ga　citrate　scintigramとMR

　　Imagingの比較検討について

白土誠高橋貞一郎（京浜総合病院）
安河内　浩　　国安　芳夫　　　（帝京大・放）

　骨および軟部組織腫瘍の診断の一部として67Gaシン

チグラムとMRI画像を対比しそれを解析し，診断上の

情報を得る目的で検討した．

　対象は昭和62年12月より平成2年11月までの3年間に

行われた骨および軟部組織のMRI　250件200例のうち

同時に67Gaシンチグラムが行われ，且つ病理組織診断

が確定した22例である．

　方法は骨および軟部組織腫瘍それぞれの67Gaシンチ

グラムの集積度を肝臓・骨・筋肉と比較して4段階に

MRIは骨・筋肉・脂肪と比較して4段階に別けて比較

検討を行った．また，67Gaシンチグラムの集積度と

MRI信号強度をおのおの数字化し，その平均と標準偏

差を求めそれらを元に立体的に表現することにより，各

組織ごとの特徴をとらえようと試みた．

　以上の結果より次のような特徴が認められた．67Ga

シンチグラムの集積は骨肉腫，MFHで高く，軟骨肉腫，

筋性肉腫で低い，MRIではEwing肉腫がT1・T2強調

画像で低く，その他ではT1強調画像で低く，　T2強調

画像で高い．

　病理組織診断の上でも鑑別の難しい腫瘍が多い中，現

在得られうる画像を多方面にわたり解析することにより

診断率の向上がはかられるものと思われる．

3．悪性リンパ腫患者に於ける1111n標識リンパ球シン

　　チグラフィの試み
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岡田　淳一　　今関　恵子

宇野　公一　　斉藤　正好

　　　　　　　　（千葉大・放）

　　　　　（君津中央病院・放）

　臨床的に悪性リンパ腫を疑われ千葉大学放射線科を受

診した13症例に関し，平均1．4×109個のリンパ球につ

き，1×108個あたり約50μCiのインジウムで標識し再

注入，24時間後に撮像を行った．悪性リンパ腫症例では，

他の画像縫で直径10㎜以上の腫脹を示したすべて

の病変にインジウムの取り込みを認め，ガリウムスキャ

ンよりも病変の描出に優れていると考えられた．また，

病理診で悪性リンパ腫が否定された症例では取り込みは

認められず，鑑別診断に有効であると考えられた．なお，

これに先立つ実験により標識24時間後においては，標識

リンパ球は，生存率・T細胞幼若化能ともに十分に保た

れていることを確認している．

4．99mTc－Sucralfateを用いた胃シンチグラフィ

　　　佐貫　榮一　　栗原龍太郎

　　　　　　　　　　　　　　（駿河台日大病院・放）

　消化性潰瘍に汎用されているSucralfate（アルサルミ

ン）の上部消化管における動態を観察すべく99mTc・

HSA－Sucralfate（臨床治験審査委員会で承認）を用いた

胃シンチグラフィを9例（承諾患者）に施行した．

　この結果（1）潰瘍部の描出は内服後に飲水法および体

位変換を適宜行うことで可能となった．（2）粘膜欠損を
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